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ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

４
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

中
村
隆
志
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
研
究
科
顎
口
腔
機
能

再
建
学
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

４
月
度
生
涯
研
修

新
世
代
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
メ
タ
ル
フ
リ
ー
修
復

日
時　

５
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
、
保
険
医
会
館

講
師　

高
橋
久
仁
子
氏
（
群
馬
大
学
教
育
学
部
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

※
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
45
分
、
保
険
医
会
館
で
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導
を
行
い
ま
す
。
総
会
は
午
後
１

時
〜

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
総
会
・
市
民
講
座

メ
デ
ィ
ア
に
惑
わ
さ
れ
な
い
食
生
活

氾
濫
す
る
食
情
報
と
宣
伝
広
告
の
問
題
性
を
考
え
る

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
２
０
１
４
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
ご
持
参
下
さ
い

〈
東
大
阪
八
尾
柏
原
地
区
〉

　

日
時　

４
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分　

会
場　

東
大
阪
市
立
市
民
会
館
５
階
５
会
議
室

〈
泉
州
会
場
〉

　

日
時　

４
月
12
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

　

会
場　

浪
切
ホ
ー
ル

２
０
１
４
歯
科
診
療
報
酬
改
定「
新
点
数
地
区
説
明
会
」

医科・歯科・協同組合　第17回大阪保険医ゴルフコンペのご案内
日時　４月29日（火・祝）　午前10時集合 
場所　泉ヶ丘カントリークラブ（堺市南区） 
費用　プレーフィー　23,000円（キャディ、カート含、飲食別）
　　　コンペ参加費　 5,000円（会食・賞品代含む） 
対象　会員・家族・スタッフ
定員　10組40名　※申し込みは協同組合　湯浅（06-6568-2741）まで

日
時　

５
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

松
香
芳
三
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
部
咬
合
管
理
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

５
月
度
生
涯
研
修

原
因
の
わ
か
ら
な
い
痛
み（
非
歯
原
性
歯
痛
）の
診
断

と
治
療日

時　

５
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

午
前
：
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
、「
修

了
証
」
を
発
行
し
ま
す

※
昼
食
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

高
槻
市

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑯機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

巨
大
地
下
壕
タ
・
チ
・
ソ

高槻高槻

成合地下
軍事工場
成合地下
軍事工場

高槻市高槻市
高槻市役所高槻市役所

名神高速道路名神高速道路

171171

　

敗
戦
間
際
、
ア
メ
リ
カ
軍

の
空
襲
が
激
し
さ
を
増
す
中

で
、
地
下
壕
を
掘
っ
て
本
土

決
戦
に
備
え
る
、
そ
ん
な
こ

と
が
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

よ
く
知
ら
れ
た
も
の
に
は
、

長
野
県
の
松
代
大
本
営
や
東

京
都
浅
川
の
飛
行
機
工
場
な

ど
が
あ
る
。

　

大
阪
府
内
で
も
高
槻
市

で
、
旧
陸
軍
の
地
下
倉
庫
群

の
地
下
壕
計
画
「
タ
チ
ソ
」

が
進
め
ら
れ
て
い
た
。「
タ

チ
ソ
」
は
、「
高
槻
・
地
下

・
倉
庫
」
の
頭
文
字
を
暗
号

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
槻

市
の
成
合
地
区
の
山
中
に
極

秘
裏
の
う
ち
に
着
工
さ
れ
、

総
面
積
２
万
７
９
０
０
平
方

㍍
、
全
国
４
番
目
の
巨
大
地

下
倉
庫
計
画
で
あ
っ
た
。

　

敗
戦
後
、
ほ
と
ん
ど
の
資

料
が
焼
却
処
分
さ
れ
た
た

め
、
工
事
計
画
の
全
容
を
示

す
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い

そ
う
だ
。

　

高
槻
市
日
吉
台
の
住
宅
地

の
北
東
側
、
西
檜
尾
川
に
架

か
る
橋
の
そ
ば
に
戦
後
50
周

年
記
念
事
業
で
大
阪
府
と
高

槻
市
が
建
て
た
「
タ
チ
ソ
地

下
壕
跡
」
の
銘
鈑
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
解

説
文
の
一
部
だ
。

　

「
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団

報
告
書
に
は
、『
…
こ
の
ト

ン
ネ
ル
群
は
当
時
陸
軍
の
主

要
な
貯
蔵
庫
の
一
つ
と
し
て

１
９
４
４
年
11
月
に
政
府
の

手
で
工
事
が
開
始
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
１
９
４
５
年
２

月
に
な
っ
て
、
川
崎
航
空
機

工
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
』
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
航
空
機
工
場
部

分
は
、
16
本
の
ト
ン
ネ
ル
が

掘
ら
れ
て
ゆ
き
、
旋
盤
な
ど

の
機
械
類
が
部
分
的
に
搬
入

さ
れ
ま
し
た
が
、
完
工
を
見

ぬ
ま
ま
敗
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

は
、
周
辺
の
地
元
民
、
大
阪

高
医
・
北
野
中
学
・
関
西
工

業
学
校
な
ど
の
動
員
学
生
の

ほ
か
、
最
も
苛
酷
な
ト
ン
ネ

ル
開
削
の
分
野
に
つ
い
て

は
、
強
制
連
行
そ
の
他
の
手

段
で
集
め
ら
れ
た
、
３
５
０

０
人
と
も
そ
れ
を
は
る
か
に

超
え
る
と
も
い
わ
れ
る
朝
鮮

人
労
働
者
が
投
入
さ
れ
、
多

く
の
死
傷
者
が
出
た
と
も
い

が
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
戦
争
は
最
も
命
を
粗
末
に
す

る
愚
行
で
す
。
命
を
大
切
に
し
な

い
政
治
が
社
会
保
障
を
な
い
が
し

ろ
に
し
、
自
己
責
任
論
を
国
民
に

押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
政
治
を
抜
本
的
に

変
え
な
け
れ
ば
、
歯
科
医
療
の
危

機
を
根
本
か
ら
打
開
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
、
正
規
雇
用
を
増
や
し
、
低

賃
金
を
改
善
し
て
こ
そ
、
経
済
成

長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
命
と
健
康
を
脅
か

す
い
か
な
る
行
為
に
も
断
固
反
対

し
ま
す
。
改
憲
を
許
さ
ず
、
平
和

を
守
り
、
社
会
保
障
を
抜
本
的
に

改
善
・
拡
充
す
る
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

２
０
１
４
年
３
月
23
日

 

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

 

新
点
数
中
央
説
明
会

で
２
０
０
兆
円
を
つ
ぎ
込
み
ま

す
。

　

社
会
保
障
制
度
は
、
自
己
責
任

を
強
調
し
て
大
幅
に
削
減
し
ま

す
。
４
月
か
ら
の
社
会
保
障
改
悪

は
、
い
ま
分
か
っ
て
い
る
国
民
負

担
増
だ
け
で
も
３
兆
５
千
億
円
を

超
え
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
消
費

税
増
税
に
よ
る
負
担
増
８
兆
円
が

加
わ
れ
ば
、
被
災

地
は
復
興
ど
こ
ろ

で
は
な
く
な
り
、

日
本
は
不
況
か
ら

立
ち
直
る
目
処
さ

独
立
評
価
な
ど
、
私
た
ち
の
要
求

が
一
部
実
現
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
診
療
報
酬
改
定
率
は
、
わ
ず
か

０
・
１
％
の
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
消

費
税
増
税
分
を
除
け
ば
１
・
26
％

も
の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
改
定
で

す
。
未
だ
に
歯
科
医
療
の
抜
本
的

改
善
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
原

因
は
、
政
府
が
め
ざ
す
国
づ
く
り

え
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
安
倍
首
相
は
、
憲
法
９
条

を
変
え
て
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
と

共
に
海
外
で
戦
争
で
き
る
国
に
つ

く
り
変
え
よ
う
と
執
着
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
集
団
的
自
衛
権
は
、

日
本
の
防
衛
と
は
全
く
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
が
脅
威
と
認

め
た
国
に
対
す
る
戦
争
に
、
日
本

に
あ
り
ま
す
。

　

安
倍
内
閣
は
、
消
費
税
増
税
の

増
収
分
８
兆
円
の
う
ち
５
兆
円
を

大
企
業
支
援
に
使
い
ま
す
。
復
興

税
は
、
国
民
に
25
年
間
課
す
一

方
、
大
企
業
に
は
わ
ず
か
３
年

間
、
そ
れ
も
１
年
前
倒
し
で
廃
止

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
無
駄
な
大

型
公
共
事
業
を
復
活
し
て
10
年
間

名
で
史
上
最
高
の
34
万
筆
超
を
集

約
し
、国
会
に
届
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
活
動
に
よ
り
国
会
議

員
の
中
で
は
、「
歯
科
医
療
機
関

の
経
営
の
厳
し
さ
」
が
常
識
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
次
改
定
で

も
歯
科
疾
患
総
合
管
理
料
や
歯
周

病
安
定
期
治
療
の
算
定
要
件
の
緩

和
、
フ
ッ
素
塗
布
や
加
圧
根
充
の

会
を
目
指
し
て
全
力
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
大
阪
で
は
会
員
や
共
闘

団
体
の
み
な
さ
ん
か
ら
３
万
６
千

筆
を
超
え
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
」
請
願
署
名
が
寄

せ
ら
れ
、
全
国
で
は
歯
科
単
独
署

　

３
月
23
日
の
新
点
数
中
央
説
明
会
で
採
択
し
た
ア
ピ
ー
ル
（
全
文
）

は
以
下
の
通
り
。

　

１
万
８
千
人
以
上
の
死
者
・
行

方
不
明
者
を
出
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
未

だ
に
仮
設
住
宅
な
ど
で
避
難
生
活

を
お
く
る
被
災
者
が
27
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
被
災
者
か
ら
は

「
３
年
前
と
何
も
変
わ
っ
て
い
な

い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
特
に
福
島
原
発
事
故
の
被
害

は
甚
大
で
あ
り
、
再
稼
働
の
選
択

肢
な
ど
絶
対
に
あ
り
得
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
今
も
避
難
生
活
を
お

く
る
方
々
が
一
日
も
早
く
元
の
暮

ら
し
に
戻
れ
る
よ
う
国
が
責
任
を

果
た
す
こ
と
を
求
め
る
と
共
に
、

原
発
ゼ
ロ
、
被
災
地
復
興
の
た
め

に
尽
力
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、い
つ
で
も
、ど
こ
で

も
、
誰
も
が
安
心
、
安
全
な
歯
科

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

わ
れ
て
い
ま
す
」

　

銘
鈑
の
地
図
を
頼
り
に
西

檜
尾
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
し

ば
ら
く
歩
く
と
、
２
号
ト
ン

ネ
ル
群
の
４
本
の
地
下
壕
を

確
認
で
き
る
。
穴
は
20
〜
30

㍍
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ち
ゃ

ん
と
立
っ
て
歩
け
る
ほ
ど
大

き
く
、
奥
が
広
く
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
っ
た
。

　

地
図
に
示
さ
れ
て
い
る
１

号
ト
ン
ネ
ル
群
の
場
所
に

は
、
碁
盤
目
状
に
総
延
長
４

５
０
０
㍍
の
地
下
壕
が
ほ
ぼ

完
成
し
て
い
た
そ
う
だ
。
し

か
し
戦
後
、
採
石
場
に
な
っ

た
た
め
地
下
壕
の
大
部
分
は

消
滅
・
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

も
う
今
で
は
山
そ
の
も
の
が

な
く
な
っ
て
い
る
。
２
号
ト

ン
ネ
ル
群
が
い
つ
ま
で
残
っ

て
い
る
か
心
も
と
な
い
。

地
下
壕
の
中
か
ら
見
た
入
り
口（
上
）

戦
後
50
周
年
記
念
事
業
で
建
て
ら
れ

た
「
タ
チ
ソ
地
下
壕
跡
」
銘
鈑（
下
）

新
点
数
中
央
説
明
会
ア
ピ
ー
ル

2014年
第一トンネル群第一トンネル群

第二トンネル群第二トンネル群

記念碑記念碑


